
サーボプレスでの効果

　
近
年
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
国
内
市
場
の

縮
小
と
、
海
外
で
は
輸
出
先
で
あ
っ
た
新
興
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
化
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
る
現
地
生
産
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
コ
ス
ト
削
減
や
高
付
加

価
値
化
の
た
め
プ
レ
ス
加
工
の
分
野
に
お
い
て
も
高
精
度
化
・
ネ
ッ
ト
シ
ェ
イ
プ

化
な
ど
に
よ
る
製
品
の
高
度
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
モ
ノ
づ
く
り
環
境
の
大

き
な
変
化
に
対
し
て
、
生
産
方
式
の
変
革
、
新
た
な
生
産
環
境
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
プ
レ
ス
加
工
に
お
い
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
モ
ー
シ
ョ
ン
の
任
意
設
定
、
下

死
点
位
置
の
制
御
／
加
圧
力
の
制
御
や
生
産
効
率
向
上
の
た
め
に
サ
ー
ボ
プ
レ
ス

が
新
し
い
成
形
技
術
の
要
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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サーボ駆動式プレス機高効率生産に貢献する
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
と
そ
の
効
果

高
効
率
生
産
へ
の
適
用
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サ
ー
ボ
プ
レ
ス
と
は
、
サ

ー
ボ
制
御
に
よ
っ
て
駆
動
さ

れ
る
プ
レ
ス
機
械
で
あ
る
。

駆
動
方
式
と
し
て
は
、
各
社

で
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

　
機
械
式
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
は

ギ
ア
や
ク
ラ
ン
ク
軸
を
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
で
直
接
駆
動
す

る
方
式
や
タ
イ
ミ
ン
グ
ベ
ル

ト
で
駆
動
す
る
方
式
、
ナ
ッ

ク
ル
機
構
、
リ
ン
ク
機
構
や

ボ
ー
ル
ネ
ジ
な
ど
を
用
い
る

方
式
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ

る
。
油
圧
式
プ
レ
ス
は
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
で
油
圧
ポ
ン
プ

を
駆
動
す
る
方
式
と
油
圧
ポ

ン
プ
か
ら
の
油
を
サ
ー
ボ
バ

ル
ブ
で
制
御
す
る
方
式
な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ボ

プ
レ
ス
の
大
き
な
特
徴
は
、

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
や
サ
ー
ボ

バ
ル
ブ
を
制
御
す
る
こ
と
に

よ
り
任
意
の
位
置
で
の
停
止

を
含
め
ス
ラ
イ
ド
速
度
を
自

由
に
加
減
速
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
の
効
果
事

例
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
成
形
性
向
上
に
お
い
て
は

絞
り
加
工
で
の
加
工
限
界
の

向
上
、
下
死
点
付
近
で
の
複

数
回
の
決
め
押
し
パ
タ
ー
ン

や
極
低
速
加
工
で
の
コ
イ
ニ

ン
グ
の
形
状
転
写
性
の
改

善
、
ス
ラ
イ
ド
の
引
き
上
げ

を
伴
っ
た
ス
テ
ッ
プ
モ
ー
シ

ョ
ン
で
の
成
形
荷
重
の
低
減

効
果
な
ど
が
あ
る
。
金
型
寿

命
の
向
上
で
は
、
加
工
開
始

時
の
金
型
と
材
料
の
接
触
時

の
速
度
を
制
御
し
て
衝
撃
力

を
小
さ
く
す
る
こ
と
や
、
従

来
の
機
械
式
プ
レ
ス
で
は
フ

ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
制
約
か
ら
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
低
速
度
で
の
加
工
に

よ
り
製
品
温
度
の
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
接
触
時
の
衝
撃
力
を
小
さ

く
す
る
こ
と
で
騒
音
と
振
動

も
減
少
す
る
。

　
工
程
数
の
削
減
で
は
、
サ

ー
ボ
ダ
イ
ク
ッ
シ
ョ
ン
装
置

な
ど
の
周
辺
装
置
と
組
み
合

わ
せ
て
の
複
動
成
形
や
１
工

程
内
で
の
複
数
回
成
形
に
よ

り
工
程
数
の
削
減
や
製
品
精

度
の
向
上
が
行
え
る
。
ま
た

前
述
の
成
形
性
の
向
上
の
効

果
も
工
程
数
の
削
減
に
寄
与

す
る
。
省
エ
ネ
に
関
し
て
、

一
部
の
機
械
式
サ
ー
ボ
プ
レ

ス
で
は
メ
ー
ン
モ
ー
タ
ー
の

電
力
回
路
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄

積
装
置
を
設
け
て
プ
レ
ス
加

工
時
の
ピ
ー
ク
電
力
を
抑
制

し
つ
つ
、
電
力
回
生
装
置
の

搭
載
に
よ
っ
て
加
減
速
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
も
行
わ
れ
て
お
り
、

従
来
の
機
械
式
プ
レ
ス
機
械

に
比
べ
て
大
幅
に
省
エ
ネ
化

さ
れ
て
い
る
。

　

振
り
子
運
転
に
よ
る
生

産
性
の
最
適
化

　
従
来
の
機
械
式
プ
レ
ス
は

ク
ラ
ン
ク
軸
の
一
方
向
回
転

で
ス
ラ
イ
ド
の
駆
動
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
ス
ラ
イ
ド
の

ス
ト
ロ
ー
ク
距
離
を
変
更
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ダ
イ

レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
機
構
の
サ

ー
ボ
プ
レ
ス
は
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
ー
の
正
転
と
逆
転
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
下
死
点
近

傍
の
生
産
に
必
要
な
ス
ト
ロ

ー
ク
部
分
だ
け
を
反
復
運
転

に
よ
り
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
ス
ト

ロ
ー
ク
長
さ
が
短
く
な
る
た

め
同
じ
ス
ラ
イ
ド
速
度
で
高

い
生
産
性
を
達
成
で
き
、
生

産
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
運
転
方
式
を

振
り
子
運
転
と
い
う
。
振
り

子
運
転
で
は
こ
の
よ
う
に
任

意
の
ス
ト
ロ
ー
ク
長
さ
に
設

定
で
き
る
の
で
、
大
物
単
発

か
ら
小
物
順
送
ま
で
１
台
で

対
応
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
生
産
設
備
と
し
て
威
力
を

発
揮
す
る
。
振
り
子
運
転
で

は
、
周
辺
自
動
機
と
の
連
続

運
転
を
最
適
化
し
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
従
来
の
機
械
式
プ
レ
ス
の

順
送
加
工
で
は
、
ス
ラ
イ
ド

に
上
死
点
を
通
過
さ
せ
る
た

め
の
無
駄
な
時
間
が
存
在
し

て
い
た
。
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
の

振
り
子
運
転
で
は
、
コ
イ
ル

送
り
時
間
を
確
保
で
き
る
最

小
限
の
プ
レ
ス
ス
ト
ロ
ー
ク

長
さ
を
設
定
し
、
コ
イ
ル
送

り
も
加
工
も
行
わ
な
い
時
間

的
な
ロ
ス
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
な
く
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く


